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「
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
今
日

の
わ
た
し
が
あ
る
」

　
　
　
　
　（
Ⅰ
コ
リ
・
15
・
10
）

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

司 

祭
　
関
　
正 

勝

　
今
日
あ
る
自
分
を「
神
の
恵
み
」に
よ
る
と

述
べ
る
パ
ウ
ロ
は
、「
神
の
恵
み
」
以
外
に
自

分
の
存
在
を
証
言
し
支
え
て
く
れ
る
も
の
は

無
い
こ
と
を
表
明
し
ま
す
。
か
つ
て
の
彼
は

教
会
の
迫
害
者
で
あ
り
、
回
心
後
の
彼
は
熱

心
な
伝
道
者
と
し
て
大
き
な
働
き
を
す
る
の

で
す
が
、
エ
ル
サ
レ
ム

共
同
体
に
は
な
か
な
か

受
け
容
れ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
彼
は
直
弟
子

ら
か
ら
猜
疑
心
を
持
っ

て
受
け
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
窮
境
が
、
彼
に

「
神
の
恵
み
」
の
発
見
へ

と
導
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
勿
論
、
彼
は

「
神
の
恵
み
」を
自
己
正
当
化
や
自
己
弁
明
に

用
い
て
い
る
の
で
は
決
し
て
在
り
ま
せ
ん
。

ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
自
分
を
支
え
て
い
る

神
へ
の
信
仰
の
告
白
で
あ
っ
た
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　
実
際
、
こ
の
「
神
の
恵
み
」
が
自
己
正
当
化
・
自

己
弁
明
の
手
段
と
さ
れ
て
、「
私
物
化
」
さ
れ
る
こ

と
を
私
た
ち
は
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。も
し
、そ
う
な
れ
ば
キ
リ
ス
ト
者
や

教
会
は「
偽
善
者
を
生
み
だ
す
と
こ
ろ
」に
変
質
し

て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
１
９
６
５
年
に

執
事
に
按
手
さ
れ
て
今
年
の
３

月
を
持
っ
て
40
数
年
に
及
ぶ
按

手
さ
れ
た
奉
仕
職
と
し
て
の
働

き
を
定
年
退
職
し
ま
す
。「
神

の
恵
み
に
よ
っ
て
今
日
の
わ
た

し
が
あ
る
」と
告
白
出
来
る
者

で
あ
り
た
い
と
願
う
と
共
に

「
神
の
恵
み
」
を
軽
々
に
口
に

す
る
こ
と
へ
の
畏
れ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。長
い
年
月
の
間
、多
く
の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
傷
つ
け
傷
つ
く
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、「
恵
み
に
生
か
さ
れ
る
日
々
で
し
た
」

と
申
し
上
げ
る
こ
と
を
お
許
し
下
さ
い
。

　
主
に
あ
っ
て
。   

　（
目
白
聖
公
会
協
力
司
祭
）
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◇
２
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽「
信
教
の
自
由
」を
抑
圧
さ
れ
て
い

る
人
々
の
た
め
（
２
月
11
日
に
近
い

主
日
）
▽
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
の

日
（
大
斎
節
前
主
日
の
１
週
前
２
・

15
）
▽
ぶ
ど
う
の
い
え
の
た
め
▽
葛

飾
学
園（
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
・
保
育
園
）

の
た
め
▽
浦
安
伝
道
所
・
浦
安
宣
教

の
た
め
▽
平
和
を
実
現
す
る
キ
リ
ス

ト
者
ネ
ッ
ト
の
働
き
の
た
め
▽
聖
公

会
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め

《
代
祷
先
か
ら
》

 

「
信
教
の
自
由
」
を
抑
圧
さ
れ
て

   

い
る
人
々
の
た
め

　
こ
の
代
祷
は
、
先
の
教
区
会
の
決

議
「
『
日
の
丸
・
君
が
代
』
強
制
の
即

時
中
止
を
求
め
る
声
明
文
を
採
択

し
、
教
会
に
伝
え
て
祈
る
件
」
を
受

け
て
新
た
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
東

京
教
区
に
お
い
て
は
、「
人
権
委
員
会

今週・来週 の 予 定

　　２月８日～２１日

　８（日）顕現後第５主日
主教巡回　
　小笠原聖ジョージ教会

　９（月）財政委員会
１０（火）銀座朝祷会
１１（水）日本聖公会組織成立記念日
１２（木）聖職養成委員会

エ教区協働委員会
１３（金）常置委員会

広報委員会
外濠Ｇ牧師協議会

　　　　　　　　　　（聖バルナバ）
１４（土）人権委員会：「日の丸君が

代」祈りの会　（神田）
会計委員懇談会

１５（日）顕現後第６主日
１７（火）礼拝音楽委員会

月島～特別委員会
１８（水）教役者レクイエム　（主教座）

山手Ｇ牧師協議会　（聖愛）
１９（木）主教座聖堂活動委員会

人権委員会 (聖バルナバ）
２０（金）城南Ｇ牧師協議会（真光）
２１（土）正義と平和協議会・

運営委員会

『
日
の
丸
・
君
が
代
』
強
制
問
題
に
取

り
く
む
会
」
が
、
強
制
に
苦
し
む
教

員
や
生
徒
、
保
護
者
を
覚
え
、
特
に

東
京
都
の
教
員
で
、
強
制
に
反
対
し

処
分
を
受
け
て
い
る
聖
公
会
信
徒
の

岸
田
静
枝
・
井
黒
豊
両
人
と
と
も

に
、
教
会
へ
の
連
絡
や
意
見
表
明
、

「
祈
り
の
会
」、都
・
区
教
育
委
員
会
や

学
校
長
に
対
す
る
強
制
中
止
要
請

（
職
務
命
令
や
異
動
具
申
対
策
も
含

む
）
な
ど
を
継
続
的
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。
　
　
楡
原
民
佳
（
同
強
制
問
題

に
取
り
く
む
会
）

　
▽
２
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
13

日
（
金
）
小
野
田
良
子
・
小
野
田
末
奈

　
＊
神
田
キ
リ
ス
ト
＝
18
日（
水
）英

貴
子
　
・
各
12
時
20
分
よ
り

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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《
春
の
教
区
会
》

３
月
20
日
（
金
・
休
日
）
９
時
～
17

時
、
主
教
座
聖
堂
・
聖
ア
ン
デ
レ

ホ
ー
ル
＝
２
月
３
日
付
公
示（
次
週

15
日
号
で
掲
載
予
定
）。

　
　

　
▽
会
計
委
員
懇
談
会
（
財
政
委

員
会
主
催
）
　
各
教
会
会
計
担
当

者
ら
に
よ
る
懇
談
、
意
見
交
換
会

で
、
２
月
14
日
（
土
）
13
時
～
16

時
、
聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
る
。

　
▽
教
区
人
権
委
員
会=

祈
り
の
会

（
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
強
制
の
即
時

中
止
を
求
め
、強
制
に
立
ち
向
か
う

人
、
苦
し
む
人
の
た
め
に
祈
る
）
　

14
日
（
土
）
14
時
～
17
時
、
神
田
キ

リ
ス
ト
教
会
。
第
４
面
で
関
連
記

事
。
照
会
℡
０
９
０-

９
６
４
９-

０
３
９
２
（
人
権
委
員
長
）
。

　
▽
神
愛
教
会
新
オ
ル
ガ
ン
奉
献
礼

拝
　
15
日
（
日
）
13
時
半
、
ド
イ
ツ
ホ

フ
リ
ヒ
タ
ー
社
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
奉

献
。
礼
拝
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ス
ト
全
員

が
交
代
で
奏
楽
を
担
当
。
礼
拝
後
に

お
茶
の
会
。い
ず
れ
も
参
加
歓
迎
。照

会
℡
03
（
３
８
０
２
）２
４
５
５
。

　
▽
モ
ニ
カ
会
（
東
京
教
区
神
学
生

後
援
会
）
幹
事
会
　
15
日
（
日
）
15

時
、
聖
公
会
神
学
院
で
。

　
▽
五
本
木
九
条
の
会《
憲
法
を
学

ぶ
》
講
演
会
　
18
日
（
水
）
18
時

半
、聖
パ
ウ
ロ
教
会
。「
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
・
悲
劇
の
傷
あ
と
～
事
故

か
ら
22
年
の
現
地
を
訪
ね
て
～
」＝

講
師
・
坂
内
義
子
（
無
教
会
・
東
中

野
教
会
）
。
11
日
（
水
）
に
は
平
和

を
祈
る
夕
の
礼
拝
も
聖
パ
ウ
ロ
で
。

照
会
℡
＝
０
９
０-

８
０
４
４-

８

５
２
４
・
同
会
事
務
局
。

　
▽
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｓ（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海

外
医
療
協
力
会
）
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画

会
　
中
国
映
画
「
變
臉(

へ
ん
め
ん)

～
こ
の
櫂
に
手
を
そ
え
て
」
が
20
日

（
金
）
15
時
・
19
時
、
日
本
橋
公
会
堂

で
。
チ
ケ
ッ
ト
＝
千
円
。
カ
ト
リ
ッ

ク
、
日
本
基
督
教
団
、
日
本
聖
公
会
の

各
東
京
教
区
な
ど
後
援
多
数
。照
会
℡

03
（
３
２
０
８
）
２
４
１
６
。「
使
用
済

み
切
手
」
の
受
付
も
会
場
で
。

　
▽
銀
座
朝
祷
会（
第
２
・
第
４
火
曜

＝
７
時
半
）
　
・
10
日
＝
感
話
・
吉
松

英
美
（
聖
オ
ル
バ
ン
）
　
・
24
日
＝
未

定
　
照
会
℡
０
４
２（
７
９
６
）１
４

９
８
＝
世
話
人
。

　
▽
西
新
の
会
・
井
草
（
第
２
・
第
４

火
曜
）　
・
10
日
19
時
半
＝
聖
餐
式（
高

橋
顕
司
祭
）
　
・
24
日
10
時
半
＝
聖
書

の
学
び
（
関
正
勝
司
祭
）
　
照
会
℡
03

（
３
９
５
１
）５
０
１
０
・
目
白
聖
公
会
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
４

《
日
本
聖
公
会
宣
教
１
５
０
周
年

記
念
礼
拝
》

　
　
実
行
委
員
長
に
聞
く
２

Ｑ
．
（
９
月
23
日
は
）
ど
の
よ
う
な

礼
拝
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
．
詳
細
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
宣
教

１
０
０
周
年
や
組
織
成
立
１
０
０
周

年
の
時
ほ
ど
の
大
が
か
り
な
も
の
に

は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

首
座
主
教
に
よ
る
司
式
、
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
大
主
教
に
よ
る
説
教
は
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
聖
職
団
の
編
成
、

奏
楽
者
・
聖
歌
隊
等
々
の
礼
拝
奉
仕

者
の
編
成
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

Ｑ
．
東
京
で
の
開
催
で
、
お
手
伝
い

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
た
く
さ
ん
お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
管
区

関
連
の
実
行
委
員
会
の
も
と
に
ま
ず

小
委
員
会
を
設
定
し
、
東
京
教
区

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
規
模
の
役
割
分
担

を
担
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
…
。

Ｑ
．
記
念
礼
拝
の
ほ
か
に
記
念
事
業

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
礼
拝
以
外
の
こ
と
は
ま
だ
わ
か

り
ま
せ
ん
。礼
拝
参
加
者
の
方
々
に

お
配
り
す
る
「
小
冊
子
」
の
発
行
は

予
定
し
て
い
ま
す
。で
す
が
東
京
教

区
各
教
会
に
対
し
て
、９
月
23
日
に

近
い
主
日
、各
教
会
の
創
立
記
念
日

な
ど
に
お
い
て
、
記
念
礼
拝
の
代

祷
・
特
祷
・
懺
悔
を
用
い
た
「
宣
教

開
始
１
５
０
周
年
」を
記
念
し
た
礼

拝
の
呼
び
か
け
は
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
募
金
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
１
０
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い

ま
す
。海
外
か
ら
の
来
賓
の
招
待
費

用
、遠
隔
地
か
ら
の
参
加
者
へ
の
交

通
費
補
助
、
小
冊
子
の
刊
行
費
用
な

ど
に
用
い
る
た
め
に
…
。
日
本
聖
公

会
の
信
徒
お
一
人
お
ひ
と
り
に
５
０

０
円
ず
つ
お
献
げ
い
た
だ
け
れ
ば
、

達
成
で
き
る
金
額
だ
と
…
。
昨
年
末

で
半
分
強
ま
で
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

［
編
集
部
注
＝
管
区
事
務

所
Ｈ
Ｐ
募
金
情
報
で
は
１
月
９
日
現

在
５
５
０
万
円
、
内
東
京
教
区
事
務

所
経
由
送
金
額
は
約
44
万
円
、
４
月

～
６
月
に
第
２
次
募
集]

Ｑ
．
皆
さ
ん
へ
の
呼
び
か
け
は
？

Ａ
．
１
５
０
周
年
と
い
う
記
念
の
節

目
の
年
を
、
聖
公
会
の
聖
職
・
信
徒

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
信
仰
を
確
認

す
る
時
と
し
て
、
そ
し
て
新
た
な
宣

教
の
わ
ざ
に
参
与
す
る
機
会
と
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 

［
文
責
・
広
報
委
員
会
］


